
 

令和７年度全建賞  推  薦  調  書 

 インフラ整備の事業又は施策の部（インフラの部） 
 

実施機関名（主事業の実施機関名） 愛知県西三河建設事務所 

ふ   り   が   な    
おんしつこうかがすはいしゅつりょうさくげんにすぐれたしょうきゃくろけんせつ～やはぎがわじょう

かせんたー 

1．事業(施策)の名称 温室効果ガス排出量削減に優れた焼却炉建設～矢作川浄化センター  

2．事業(施策)実施期間（和暦）    令和２年度  ～   令和６年度 

災害枠で推薦の場合 （災害発生日）  年  月  日  （災害名） 

3．事 業 費 (工 事 費 )  ６，８８４百万円 

4．キーワード 温室効果ガス排出量削減 

5．事業概要 

矢作川浄化センターは、西尾市に位置する県内最大の流域下水道浄化センターで、西尾市始め西三河地域４市１

町の下水処理を行っている。下水を処理する過程で発生する汚泥については、全量焼却を行い、減量化と安定化を

図っている。本事業は、流入下水量の増加に伴う汚泥量の増加に対応するため４号焼却炉（95t/日）の建設を行うもの

である。建設にあたっては、焼却炉が下水処理場における温室効果ガスの主要な発生源であることを踏まえて、温室

効果ガス排出量の削減効果が高く、低燃費化、省電力化に優れた技術を採用し、既設に比べて環境性能に大幅に優

れた施設を建設することができた。 

 

6．アピールする事業又は施策の「手段」と「秀でた成果」 

ハード or ソフトの分類 

：該当する方に○印 
① ハード面 に秀でた事業 ② ソフト面 に秀でた取組 

アピールする 

１）「手段」 

（b）焼却炉に温室効果ガス排出量を大幅

に削減できる機種を採用するとともに、汚

泥の含水率を低くすることができる脱水機

を合わせて導入することで焼却時の自燃

が可能となり、燃料を大幅に削減 

（b）焼却廃熱を利用した省エネ、創エネ技

術による電力削減 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

アピールする 

２）「秀でた成果」 

（b）維持管理コストの縮減 

（h）低燃費化、省電力化による省エネルギ

ー、省資源化 

（ｉ）温室効果ガス排出量を大幅に削減 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

 

7．特にアピールしたい点 

焼却炉に温室効果ガスを大幅に削減できる機種を採用し、低含水化が可能な汚泥脱水機を合わせて導入すること

や、焼却廃熱を利用した送風設備、発電設備の導入など省エネ、創エネ技術を組み合わせて採用することで、既設焼

却炉に比べて定格運転時の温室効果ガス排出量を９０％程度削減でき、環境性能に優れた施設とすることができた。

また、低燃費化、省電力化による維持管理コストの低減も図ることが可能となった。 

 

 

 

 

 

 



 

8．事業を代表する写真及びキャプション 

施設の特徴（模式図） 
 

 

9．事業内容・添付資料〔特徴を示す写真、諸元(位置図、標準断面図、施策のﾌﾛｰﾁｬｰﾄ、ＰＩの方法 等)〕 

    

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①  自燃化】 
既設汚泥脱水機の老朽化に伴う更新を併せて実施 
低含水率化が可能な汚泥脱水機を組み合わせて導入することにより自燃運転を可能とし、定格運転時の燃料をゼロ
にする 
［省エネ］ 

汚泥脱水機全景 汚泥脱水機模式図 

【①  自燃化】 
低含水率化が可能な汚泥脱水機と 
組み合わせて自燃化 
［省エネ］ 

 【④ 廃熱発電（125kW）】 
 余剰熱源を活用し発電 
［創エネ］ 

 【② 多層燃焼流動炉】 
 880℃の高温焼却により 
Ｎ２Ｏ排出量を削減 
［温室効果ガス削減］ 

 【③ 流動タービン】 
 流動タービンにより、流動ブロワ（送風機）の電力を削減 
［省エネ］ 



 

9．事業内容・添付資料〔特徴を示す写真、諸元(位置図、標準断面図、施策のﾌﾛｰﾁｬｰﾄ、ＰＩの方法 等)〕 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【② 多層燃焼流動炉】 

多層燃焼流動炉による 880℃の高温焼却により定格運転時の温室効果ガス（Ｎ２Ｏ）排出量を削減 

［温室効果ガス削減］ 

【③ 流動タービン】 

焼却廃熱で稼働する流動タービンにより定格運転時の

電力使用量を削減 

［省エネ］ 

【④ 廃熱発電（125kW）】 

焼却廃熱から回収して得られた余剰熱源により発電し 

４号焼却炉の運転に利用 

［創エネ］ 

４号焼却炉全景 ４号焼却炉（多層燃焼流動炉） 
３号 
焼却炉 

２号 
焼却炉 

１号 
焼却炉 

効果１ 温室効果ガス（ＣＯ２換算）排出量を 約 ９０％ 削減 （ ①､②､③､④ ） 

効果２ 重油使用量を年間 約１，０３５ kℓ 削減 （ ① ） 

効果３ 電力使用量を年間 約１，８１２ MWh削減 （ ③､④ ） 


